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症 例 報 告  

 

頭 痛 発 症 時 の CT/MR I/MRA で異 常 所 見 なく、7 日 後 に発

生 ・破 裂 した椎 骨 動 脈 解 離 の 1 例  
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図  2 点   
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宣 言  

本 論 文 を 、 日 本 脳 神 経 血 管 内 治 療 学 会 機 関 紙 J N E T  J o u r n a l  o f  

N e u r o e n d o v a s c u l a r  T h e r a p y 」 に 投 稿 す る に あ た り 、 筆 頭 著 者 、 共 著

者 に よ っ て 、 国 内 外 の 他 雑 誌 に 掲 載 な い し 投 稿 さ れ て い な い こ と を 誓 約 致

し ま す 。  
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和 文 要 旨  

目 的 ： 椎 骨 動 脈 解 離 の 破 裂 前 に 画 像 精 査 が な さ れ た 報 告 は 少 な い 。 頭

痛 発 症 時 の C T 、 M R I 、 M R A で 異 常 所 見 な く 、 7 日 後 に 発 生 ・ 破 裂 し た 椎

骨 動 脈 解 離 の 1 例 を 経 験 し た の で 報 告 す る 。  

症 例 ： 5 1 歳 、 女 性 。 元 来 慢 性 頭 痛 あ り 。 右 後 頸 部 の p i n  p o i n t の 痛 み で

当 院 救 急 受 診 し 、 C T 、 M R I  ( d i f f u s i o n - w e i g h t e d  i m a g e 、 f l u i d -

a t t e n u a t e d  i n v e r s i o n  r e c o v e r y 、 b a s i - p a r a l l e l  a n a t o m i c a l  s c a n n i n g 、 M R  

c i s t e r n o g r a p h y を 含 む ) 、 M R A で 異 常 所 見 な し 。 7 日 後 に 意 識 障 害 で 搬

送 さ れ 、 C T で く も 膜 下 出 血 を 、 3 D - C T A で 右 椎 骨 動 脈 解 離 を 認 め 、 血 管

内 治 療 を 行 っ た 。 症 状 は 徐 々 に 改 善 し 回 復 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 目 的 で 転

院 し た 。  

結 論 ： 稀 な 経 過 だ が 、 同 様 の 可 能 性 を 念 頭 に 置 く こ と は 臨 床 上 重 要 で あ

る 。  
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本 文  

 

緒 言  

椎 骨 動 脈 解 離 （ v e r t e b r a l  a r t e r y  d i s s e c t i o n ;  VA D ） に よ る く も 膜 下 出 血

（ s u b a r a c h n o i d  h e m o r r h a g e ;  S A H ） は 先 行 頭 痛 を 伴 う こ と も 多 い が 、 VA D の

破 裂 前 に 画 像 精 査 が な さ れ た 報 告 は 少 な い 。 今 回 、 頭 痛 発 症 時 の C T 、

M R I 、 M R A で 異 常 所 見 な く 、 7 日 後 に 発 生 ・ 破 裂 し た 椎 骨 動 脈 解 離 （ VA D ）

の 1 例 を 経 験 し た の で 報 告 す る 。 本 症 例 は 、 破 裂 予 防 の 観 点 か ら 非 常 に 教

訓 的 で あ る と 同 時 に 、 VA D の 破 裂 過 程 を 考 え る う え で 貴 重 な 症 例 と 思 わ れ た 。  

 

症 例 提 示  

症 例 は 5 1 歳 、 女 性 元 来 、 月 経 痛 ・ 肩 凝 り に 伴 う 慢 性 頭 痛 が あ る と い う 。

右 上 後 頸 部 の p i n  p o i n t の 痛 み を 訴 え 、 夜 間 2 0 時 に 当 院 を 救 急 受 診 し た 。

初 診 時 、 神 経 学 的 有 意 所 見 な く 、 髄 膜 刺 激 徴 候 を 認 め ず 、 頭 部 単 純 C T  

( F i g .  1 A ) 、 M R A ( F i g .  1 B - D ) 、 f l u i d - a t t e n u a t e d  i n v e r s i o n  r e c o v e r y  

( F L A I R )  ( F i g .  1 E ) 、 M R  c i s t e r n o g r a p h y  ( F i g .  1 F ) 、 b a s i - p a r a l l e l  

a n a t o m i c a l  s c a n n i n g  ( B PA S ,  F i g .  1 G ) 、 d i f f u s i o n - w e i g h t e d  i m a g e 、 T 2 強

調 画 像 で い ず れ も 異 常 所 見 な く 帰 宅 し た 。 家 族 に よ る と 、 そ の 後 も 痛 み は 持

続 し て い た が 、 特 に 変 化 は な か っ た と い う 。  

7 日 後 に 、 急 な 頭 痛 ・ 嘔 気 を 訴 え た の ち 、 ト イ レ で 意 識 レ ベ ル が 低 下 し 救 急

搬 送 さ れ た 。 病 着 時 、 J a p a n  C o m a  S c a l e  I I I - 3 0 0 、 G l a s g o w  C o m a  S c a l e  

E 1 V 1 M 1  ( 3 ) 、 C T で び ま ん 性 S A H を （ F i g .  2 A ） 、 3 D - C TA で 右 椎 骨 動 脈

（ v e r t e b r a l  a r t e r y ;  VA ） の 後 下 小 脳 動 脈 近 位 部 に 、 以 前 に 認 め ら れ な か っ

た 拡 張 部 を 認 め た （ F i g .  2 B 、 矢 印 ） 。 VA D の 破 裂 、 H u n t  a n d  H e s s  g r a d e  5 、



3 
 

W F N S  g r a d e  5 、 F i s h e r  g r o u p  3 と 診 断 し た 。  

同 日 緊 急 で 血 管 内 治 療 を 施 行 し た 。 全 身 麻 酔 、 全 身 ヘ パ リ ン 化 の も と 、

右 大 腿 動 脈 か ら 右 VA へ 4 F ガ イ デ ィ ン グ シ ー ス  ( F u b u k i  D i l a t o r  K i t 、 朝 日

イ ン テ ッ ク 、 愛 知 ) を 、 左 VA へ 造 影 カ テ ー テ ル を 留 置 し た 。 術 前 D S A で 、 右

V A の 拡 張 部 は 背 側 に i n t i m a l  f l a p を 伴 い 、 横 径 7 . 8 m m 、 長 さ 8 . 2 m m だ っ

た （ F i g .  2 C ） 。 E x c e l s i o r  S L 1 0  ( S t r y k e r ,  F r e m o n t ,  C A ,  U S A )  9 0 度 お よ び

4 5 度 を 、 T r a x c e s s  1 4  ( テ ル モ 、 東 京 )  で 拡 張 部 に 誘 導 し 、 S L 1 0  9 0 度 か ら

T a r g e t  3 6 0  S o f t  8 m m × 2 0 c m  ( S t r y k e r ) を 留 置 、 S L 1 0  4 5 度 か ら 同

7 m m × 1 5 c m を 追 加 し 、 コ イ ル 計 1 4 本 で 拡 張 部 を 塞 栓 し た の ち 、 コ イ ル 計 1 0

本 で 病 変 近 位 VA を 親 血 管 閉 塞 し （ F i g .  2 D ） 、 術 後 D S A で 完 全 閉 塞 を 確

認 し た （ F i g .  2 E ） 。  

術 後 は 、 一 時 的 に 脳 室 ド レ ナ ー ジ を 要 し た 他 は 著 変 な く 経 過 し た 。 注 意

力 ・ 短 期 記 憶 障 害 の た め 、 第 4 5 病 日 に 回 復 期 リ ハ ビ リ 目 的 で 転 院 、 発 症 後

3 . 5 か 月 で 自 宅 退 院 し 、 外 来 通 院 中  ( m o d i f i e d  R a n k i n  S c a l e  2 ) 。  
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考 察  

今 回 の 症 例 は 、 後 頚 部 痛 出 現 時 の 画 像 診 断 で 異 常 所 見 を 認 め ず 、 7 日

後 に S A H を き た し 、 VA D を 新 規 に 認 め た 。 VA D が 破 裂 す る 前 に 画 像 精 査 が

な さ れ て い た 稀 な 症 例 と 考 え る 。 ま た 、 C T ・ M R I ・ M R A に よ る 精 査 に も 拘 ら ず 、

今 回 の プ ロ ト コ ー ル で は 、 頭 痛 発 症 時 の 破 裂 前 状 態 の VA D の 検 出 に は 至 ら

ず 、 の ち の 出 血 予 測 が 困 難 だ っ た と い う 点 は 、 日 常 診 療 上 あ る い は 社 会 的 に

も 極 め て 重 要 と 思 わ れ た 。  

一 般 に 、 破 裂 VA D は 、 7 7 . 8 % に 先 行 頭 痛 を 認 め る と さ れ る 1 ) 。 一 方 で 、 頭

痛 の み で の 発 症 な ど 、 出 血 あ る い は 虚 血 病 変 を 伴 わ ず に 画 像 上 で VA D と 診

断 さ れ る 所 謂 n o n - s t r o k e  t y p e  VA D の 自 然 歴 は 良 好 と さ れ 、 そ の 出 血 率 は 、

本 邦 で の 全 国 調 査 2 ) で は 0 . 4 % （ 出 血 例 は 2 3 0 例 中 1 例 ） 、 M i z u t a n i ら 1 )

の 報 告 で は 1 . 0 % （ 同 9 8 例 中 1 例 ） 、 K o b a y a s h i ら 3 ) の 報 告 で は 0 . 9 % （ 同

1 1 3 例 中 1 例 ） と い ず れ も 低 か っ た 。 た だ し 、 こ れ ら の 破 裂 を 認 め た 3 例 の う ち

2 例 で は 、 破 裂 前 に 抗 血 栓 療 法 が な さ れ て い た 2 , 3 ) 。 上 述 の 全 国 調 査 2 ) に よ

る と 、 頭 痛 発 症 の VA D の 初 期 画 像 診 断 所 見 は 、 f u s i f o r m  d i l a t a t i o n  4 1 % 、

p e a r l  a n d  s t r i n g  s i g n  2 9 % 、 s t r i n g  1 4 % 、 o c c l u s i o n  7 % 、 複 数 所 見 5 % 、 そ

の 他 4 % と な っ て い る が 、 今 回 の よ う に 、 当 初 は 所 見 を 認 め な い も の に つ い て は

言 及 が な か っ た 。  

VA D の 内 膜 形 成 や 血 管 内 腔 の 正 常 化 は 最 短 で 1 5 日 で 始 ま り 、 未 破 裂

VA D は 診 断 時 に は 既 に 治 癒 過 程 に あ る こ と も 多 い と さ れ る が 1 )  、 経 時 的 に 増

大 す る 例 も あ り 、 K a i ら 4 ) の 報 告 で は 、 未 破 裂 VA D  1 0 0 人 の う ち 、 m a s s  e f f e c t

で 発 症 し 急 性 期 手 術 を 行 っ た 4 人 を 除 く 9 6 人 に つ い て 、 2 週 間 、 1 、 3 、 6 、

1 2 、 2 4 か 月 後 に M R I 、 M R A で フ ォ ロ ー し た と こ ろ 、 5 人 で 経 過 中 に 増 大 を 認

め 治 療 を 行 っ た が 、 破 裂 例 は 認 め ず 、 未 破 裂 VA D の 自 然 歴 は 高 危 険 で は
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な い が 、 増 大 あ れ ば 閉 塞 す べ き と し て い る 4 )  。 S h i b a h a r a ら 5 ) の 未 破 裂 VA D  

5 6 例 の 検 討 で は 、 4 例 で 増 大 や 新 規 の 瘤 形 成 を 認 め 、 う ち 3 例 で 治 療 を 要

し た が 、 い ず れ も 1 か 月 以 内 だ っ た と 報 告 し て い る 。 た だ し 、 こ れ ら の 症 例 は 、

急 性 期 に 出 血 を き た し た 今 回 の 症 例 と は 異 な り 、 時 間 的 に 画 像 フ ォ ロ ー や 外

科 的 介 入 の 余 地 が あ る 点 で 、 同 様 に 考 え て よ い か は 疑 問 で あ る 。  

特 殊 な 経 過 と し て 、 一 側 の VA D の 治 療 中 、 対 側 に VA D が 新 規 に 出 現 し

（ c o n t r a l a t e r a l  d e  n o v o  VA D ） 、 出 血 を き た し た 報 告 が 少 な い な が ら 存 在 す る 。

一 側 の 延 髄 梗 塞 で 発 症 し た V A D に 対 す る 保 存 的 加 療 中 、 第 9 病 日 に

S A H を き た し 、 対 側 に 新 規 の V A D を 認 め た 報 告 6 ) が あ り 、 本 症 例 と の 類 似

点 と し て 、 （ 1 ） 第 1 お よ び 第 4 病 日 の M R A で 対 側 V A は 正 常 で あ っ た こ と 、

（ 2 ） 短 期 間 の う ち に 同 部 が 増 大 し 破 裂 に 至 っ た こ と 、 （ 3 ） 破 裂 時 に 突 然 の 意

識 障 害 を き た し た が 、 そ れ ま で は 臨 床 症 状 に 変 化 が な か っ た こ と 、 （ 4 ） 破 裂 前

に 抗 血 栓 療 法 は 行 っ て い な か っ た こ と 、 が 挙 げ ら れ る 。 著 者 ら は 、 画 像 上 で 検

出 で き な か っ た 微 細 な 血 管 壁 の 解 離 が 、 の ち に 増 大 し 破 裂 に 至 っ た 可 能 性

を 考 慮 し 、 M R I  B P A S や v e s s e l  w a l l  i m a g i n g に よ る 診 断 可 能 性 に 言 及 し

て い る 。 ま た 、 一 側 VA D の 親 血 管 閉 塞 の の ち 対 側 に 新 規 の VA D が 出 現 す

る 例 も あ り 7 ） 、 血 行 動 態 変 化 が 関 与 し た 可 能 性 も 示 唆 さ れ る 。  

本 症 例 は 、 当 初 は 画 像 で 検 出 で き な い 程 度 の 微 細 な 動 脈 解 離 が V A の

血 管 壁 に 生 じ て 頚 部 痛 が 出 現 し 、 そ の 後 1 週 間 で 、 検 出 可 能 な 大 き さ の 瘤

状 変 化 に 至 り 破 裂 し た 可 能 性 が 考 え ら れ た 。 初 発 症 状 で あ っ た 頭 痛 は 、 部

位 か ら は VA D 発 症 と 何 ら か の 関 連 が あ る と 考 え る の が 妥 当 か と 思 わ れ た が 、

髄 膜 刺 激 症 状 は な く 、 画 像 上 も 出 血 性 ・ 虚 血 性 病 変 を 認 め ず 、 血 管 内 腔

や 外 形 に も 異 常 を 認 め な か っ た 。 こ の 時 点 で 、 何 ら か の 血 管 壁 の 変 化 が あ っ

た 可 能 性 は 否 定 で き な い が 、 画 像 診 断 上 、 検 出 に は 至 ら な か っ た 。 血 管 内
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腔 や 外 形 に 変 化 を 認 め ず 、 血 管 壁 内 の 変 化 に と ど ま る 『 潜 在 的 』 VA D に つ い

て は 、 VA D に よ る S A H の 剖 検 例 の 4 3 % で 、 肥 厚 内 膜 で 被 覆 さ れ た 内 弾 性

板 の 微 小 な 破 断 が 、 対 側 な ど 、 破 裂 し た VA D と は 離 れ た 部 位 に 存 在 し た と い

う 報 告 が あ る 8 ） 。 VA D の 診 断 で は 、 M R I 、 M R A が 、 血 管 腔 （ 内 腔 不 整 、

i n t i m a l  f l a p な ど ） お よ び 血 管 壁 （ 壁 在 血 腫 な ど ） の 両 方 の 情 報 が 得 ら れ る た

め 有 用 と さ れ 9 ） 、 こ れ ま で に 3 D - T 1 強 調 画 像 1 0 ) 、 3 D - b l a c k  b l o o d  T 1 強 調

画 像 9 ) 、 脂 肪 抑 制 T 1 強 調 画 像 1 1 ) 、 T 2 強 調 画 像 4 ) 、 脂 肪 抑 制 T 2 強 調

画 像  1 1 ) 、 プ ロ ト ン 密 度 強 調 画 像 4 , 1 0 ) 、 磁 化 率 強 調 画 像 9 ) 、 B PA S 6 ) な ど の

報 告 が あ り 、 VA D の 可 能 性 が 積 極 的 に 疑 わ れ る 場 合 は 考 慮 し て よ い か も し れ

な い 。 C TA 、 D S A は 血 管 内 腔 の 情 報 が 主 体 で 、 加 え て 、 C TA は 造 影 剤 を 要

し 、 D S A は 侵 襲 的 で あ る た め 、 汎 用 性 に 劣 る か も し れ な い 。 VA D の 早 期 変 化

を 評 価 で き 、 な お か つ 日 常 臨 床 で 利 用 可 能 な プ ロ ト コ ー ル の 確 立 が 望 ま れ る 。  

本 症 例 で は 、 頭 痛 出 現 か ら 出 血 ま で の 間 で 、 い つ 拡 張 病 変 を き た し た か は

不 明 で あ る 。 症 状 か ら は 病 態 変 化 を 示 唆 す る 手 掛 か り は な か っ た 。 今 回 の 症

例 か ら は 、 破 裂 VA D で は 、 当 初 の 頭 痛 出 現 時 に は 血 管 内 腔 や 外 形 の 変 化

を 認 め な く と も 、 の ち に 大 き く 形 態 変 化 し て 出 血 す る も の が 存 在 す る と い え る 。

し か し な が ら 、 そ の 頻 度 は 少 な い た め 、 同 様 の 頭 痛 ・ 後 頚 部 痛 の 症 例 に 対 し 、

一 律 に 多 数 回 の 画 像 精 査 を 行 う の は 、 医 療 経 済 的 に も 現 実 的 で は な い だ ろ

う 。 今 後 の さ ら な る 知 見 の 蓄 積 が 望 ま れ る 。  
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結 語  

頭 痛 発 症 時 の C T,  M R I ,  M R A で 異 常 所 見 な く 、 7 日 後 に S A H を き た し た

VA D の 1 例 を 報 告 し た 。 稀 な 病 態 で は あ る が 、 同 様 の 可 能 性 を 念 頭 に 置 く こ

と が 日 常 診 療 上 重 要 と 思 わ れ た 。  

 

利 益 相 反 開 示  

筆 頭 著 者 お よ び 共 著 者 全 員 が 利 益 相 反 は な い 。  
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図 表 の説 明  

F i g u r e  １  

頭 痛 発 症 時 の 画 像  

A - G :  C T  ( A ) 、 M R A ( B - D ) 、 f l u i d - a t t e n u a t e d  i n v e r s i o n  r e c o v e r y  ( E ) 、 M R  

c i s t e r n o g r a p h y  ( F ) 、 b a s i - p a r a l l e l  a n a t o m i c a l  s c a n n i n g  ( G ) で は 異 常 を 認

め な か っ た 。 矢 印 は の ち の 椎 骨 動 脈 解 離 部 を 示 す 。  

 

F i g u r e  2  

頭 痛 発 症 か ら 7 日 後 、 椎 骨 動 脈 解 離 の 破 裂 時 の 画 像  

A - B :  C T で く も 膜 下 出 血 を  ( A ) 、 C TA で 以 前 は 認 め な か っ た 拡 張 部  ( 矢 印 )

を 右 椎 骨 動 脈 に 認 め た  ( B ) 。  

C :  術 前 D S A で 右 椎 骨 動 脈 に i n t i m a l  f l a p を 伴 う 拡 張 部 （ 矢 印 ） を 認 め た 。  

D :  拡 張 部 お よ び 近 位 VA を コ イ ル で 閉 塞 し た 。  

E :  術 後 D S A で 病 変 部 の 完 全 閉 塞 を 認 め た 。  
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